














































































































































































































































































10 いつも自分を見失わないでいられる .900 －.160
9 いつも自分らしくいられる .839 .025
11 ありのままの自分が出せる .754 .064
12 自分のやりたいことをすることができる .660 .112
13 いつもゆるがない「自分」をもっている .589 .070
第2因子 自己有用感（α＝.88）
6 私がいないと周囲が困る －.101 .896
4 自分が役に立っていると感じる .022 .823
2 私がいないと周囲がさびしがる .021 .783








18 毎日の生活の中でものをやりとげる喜びがある .852 .063 －.054
20 私は価値のある生活をしていると思う .801 －.088 －.004
3 私は生きがいのある生活をしている .796 －.080 .017
2 生活に充実感で満ちた楽しさがある .785 －.146 －.095
19 私には毎日の生活の中でなにかへの使命感がある .712 .181 .076
4 毎日の生活にはりがある .678 －.139 .049
16 自分の責任をはたすことに喜びを感じる .562 .239 .116
17 生まれてきてよかったと思う .506 －.096 －.023
第2因子 連帯感（α＝.76）
12 私ひとりがとり残されているようで寂しい（R） .114 .898 －.127
11 だれも私を相手にしてくれないような気がする（R） .089 .738 .061
14 私をわかってくれる人がいないと思う（R） －.071 .623 .108
15 自分の理想とはかけ離れた今の生き方に焦燥感を感じる（R） －.149 .418 －.042
第3因子 自立感（α＝.73）
6 私は精神的に自立していると思う －.002 －.100 .740
8 私は独立心が強いと思う .000 .184 .696
7 私は主体的に生きていると思う .088 －.115 .599
因子相関 F1 F2 F3







8 私は自分が生き生きしていると感じる .768 －.168
7 私は，いつでもベストを尽くしたいと思う .755 .158
9 私は新しい日を迎えるのが待ち遠しい .752 .007
11 私には活力と気力がある .711 －.051
15 私は自分が元気だと感じる .667 －.083
12 私は自分にとって難しい状況であってもあきらめないで取り組むほうだ .662 .121
1 私はできるかどうかわからないことでもとりあえず挑戦してみようと思う .598 .042
4 私はたいてい気分がすっきりしている .445 －.219
第2因子 ネガティブ（α＝.78）
3 私は小さなことでもくよくよと悩んでしまう .142 .890
5 私は物事を悪いほうへと考えてしまいがちである .019 .759
6 私は失敗する恐れがあることにはなかなか踏み出せない －.018 .614
14 私は新しい経験には躊躇してしまう －.059 .513






















































本来感 自己有用感 達成感 連帯感 自立感 バイタリティ ネガティブ
本来感  .49** .61** .47** .47** .62** －.35**
自己有用感  .53** .25** .34** .57** －.16**
達成感  .42** .39** .79** －.17**
連帯感  .19** .39** －.46**
自立感  .39** －.21**
バイタリティ  －.24**
ネガティブ 
**p＜.01
る者は，仲間と結びついていると感じている傾向が
あると示唆される。「自立感」に対しては，「本来感」，
「自己有用感」が正の有意なパスを示している。本
来の姿を表現でき，他者の中で役割をもてていると
感じる者は，主体的に学校生活を送ることができる
傾向があると示唆される。
次に，心理的居場所感と学校生活充実感が日常的
な意欲に与える影響について着目すると，「バイタ
リティ」に対しては，「本来感」，「自己有用感」，
「達成感」が正の有意なパスを示している。本来の
あるべき姿を表現でき，学校生活を充実させること
ができている者は，日常生活においてもチャレンジ
の精神で何事にも生き生きと取り組むことができる
傾向にあると示唆される。「ネガティブ」に対して
は，「本来感」，「連帯感」が負の有意なパスを示し
ている。現在の学校生活において，ありのままの自
分を表現できないが故に，他者との結びつきが弱い
と感じている者は日常生活においてもネガティブな
思考や行動をとる傾向があると示唆される。
Ⅳ 考 察
以上の結果から，心理的居場所感，学校生活充実
感，日常的な意欲には関連があることが示された。
心理的居場所感が満ちている者は，学校生活を充実
したものと捉え，活気ある日常生活を送っているこ
とが示された。反対に，心理的居場所感が乏しい者
は，学校生活の充実感も得られず，それが日常生活
においても同様の結果を招いていることが明らかと
なったことから，本研究の仮説は支持されたと言え
る。心理的居場所感と学校生活充実感の関連につい
ては，杉本庄司（2006）の研究での，学校内に
「居場所」のある者は，学校享受感が高いとの報告
を支持する結果と言えるであろう。心理的居場所感
を得ている者は，学校生活に充実感や達成感を感じ，
学校生活を受け入れ，自身の学びの場として有効に
活用することができるのではないかと考える。つま
り，心理的居場所感の高さが学校生活充実感を高め，
ひいては大学生活の適応にがるとも捉えられ，こ
の結果は，石本（2010）の，大学生は「居場所感」
の高さや重要性が大学生活への「適応不適応」に
影響するとの報告をも支持する結果であると推察さ
れる。また，心理的居場所感と日常的な意欲の関連
においては，ありのままの自分を表現でき，自己存
在価値を見出すことなどで心理的居場所感を得てい
る者は，日常生活においてもチャレンジの精神で何
事にも生き生きと取り組むことができる傾向にある
（64）
Figure1 心理的居場所感，学校生活充実感，日常的な意欲の因果関係
GFI＝.991，AGFI＝.964
RMSEA＝.000
***p＜.001，**p＜.01，*p＜.05
との結果が得られた。これは，石本倉澤（2009）
の心理的居場所感が授業意欲や学業意欲の低下に対
して抑制的に影響しているとの報告に関連すると思
われる。本研究では，意欲を日常的な意欲としてい
ることから，心理的居場所感の存在は学校における
授業や学業の意欲だけでなく，日常生活における意
欲の低下に対しても抑制的に影響する可能性がある
と示唆される。したがって，心理的居場所感が満ち
ている者は，学校生活を充実したものと捉え，活気
ある日常生活を送ることができ，さらに心理的居場
所感が満たされていくという好循環のサイクルを生
み出していくことが期待される。
そこで，心理的居場所感に焦点を当てた支援が求
められる。先行研究での報告にもあるように，青年
期は自分自身について深く考え，自分とがってい
る周りの人間や環境についても考える時期であり，
心理的居場所感を得ることは重要である。例えば，
心理的居場所感を得ることができず，ありのままの
自分を表現することや他者の中での自己役割を見出
すことができない者は，自分自身を理解できていな
い可能性が示唆される。したがって，自分のことを
理解してもらうために，まずは自分自身を今一度見
つめ直し，自己理解を促すことが必要であると考え
る。大学の学生相談室における自己理解を深める講
座や，キャリア支援センターにおいても就職活動を
見据えた自己分析の講座を活用できるであろう。自
己分析をすることで，自身の特徴について理解し，
その上で自分も相手も大切にした表現を行うスキル
を習得することが有効であると考える。さらに，他
者を理解し，必要に応じて他者や集団と同調するこ
とで，信頼関係を構築していく一歩になると推察さ
れる。そうすることで自分の役割を確立でき，他者
の役に立っていると思え，それが安心感にがり，
ありのままの自分を表現できるような人間関係や環
境を自身で切り拓いていくことにがるのではない
かと考える。
また，パス解析より，心理的居場所感から日常的
な意欲に直接的な影響がみられる部分と，心理的居
場所感から学校生活充実感を媒介とし，日常的な意
欲に間接的な影響を示す部分の両者が認められた。
つまり，心理的居場所感をつくることは活力を出さ
せ，さまざまな物事へとチャレンジすることにが
るきっかけになると考えられ，その手法の一つとし
て，先述した心理的居場所感の獲得に加え，学校生
活を充実させるような支援も日常的な意欲の向上へ
がる可能性が示唆される。大学生は，これまでよ
りも活動範囲も広くなることから，社会でのがり
の幅が広がり，心理的居場所感を得る場も広がるた
め，大学生活以外でも充実感を得る場は多くある。
例えば，大学生活に充実感を覚えなくとも，心理的
居場所感があり，日常生活に意欲的である者もいる
であろう。しかし，松原他（2006）の報告において
も，大学生活の充実感が乏しい場合は不登校にが
ると述べていることから，可能であれば大学という
場において充実感を得ることができるように支援す
る必要があると思われる。例えば，他者との結びつ
きが弱く，主体的な学校生活を送ることができてい
ないといった，大学生活の充実感が得られず，日常
的な意欲も低下している場合が挙げられる。大学生
は高校生までとは異なり，個人で行動することが多
くなるため，仲間との結びつきは希薄となる可能性
も否めない。それ故，アルバイトやサークル活動な
どに重きを置き，大学では講義への出席以外の意味
を見出せないまま大学生活を送っている者も少なく
ないだろう。もちろん，学生の本分である学業に充
実感を得られることが望ましいが，その他に学校の
行事やイベントに参加するなど自己が熱中できるよ
うな事柄を見つけ，そこから仲間の輪を広げるなど，
自ら大学生活にコミットしていく姿勢が求められる。
その橋渡し役になるのが，教員や先輩であり，部活
動であり，文化祭等で自発的な企画を行うグループ
であり，各学科独自のイベントや学生相談室である
だろう。それらに参加し，経験する中で，活力の向
上やチャレンジする意欲にがるきっかけを見出せ
ることが望ましい。
このように心理的居場所感に焦点を当てて心理的
支援をすることで，日常での活力を向上させ，物事
にチャレンジする意欲にがる可能性もあると思わ
れるが，それと共に，大学生活に着目し，大学生活
を充実させるような支援も併せて必要であると推察
（65）
する。個々の特徴や状況によって，心理的居場所感
に焦点を当てるか，大学生活の充実感に焦点を当て
るか，本人が介入しやすい部分に焦点を当て，大学
生の大学生活への適応や日常生活の意欲向上のため
の支援を進めることが望まれる。
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